
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

真鶴は今、 
動き出しています。 
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「まなづくる」とは真鶴のまちづくりを進めるという意味の造語です。 

この新聞は小林伸行本人が執筆し、Wordで手作りしています。 
Vol.３ 

討議資料 

 2023年 11月の町長就任から一年半が経ちました。 

 振り返れば、積み残しになってきた課題を、無我夢中で片付けてきた日々でした。 

 

 「私たちが選んだ町長の仕事ぶりはどうか？」と気になっている方も多いでしょう。 

 町政の状況については、お約束どおり３カ月毎にご報告してきました。ただし、報告会にはなかなか

足を運べない方も多いと思います。そこで、この間の動きを新聞にまとめました。だいぶ間が空いて

しまい申し訳ありませんが、一軒ずつお届けして回りますのでお目通し頂ければ幸いです。 

 

 「止まっていた真鶴がようやく動き出した」。そんな感想もあちこちから頂いています。もちろん、動

き出して変わっていくことには、戸惑いも多いでしょう。ときには上手くいかないこともあるでしょう。

それでも、真鶴が真鶴らしくあるためには(合併して全く別の姿の町になってしまわないようにするには)、前に

進まなければなりません。 

 

 真鶴の未来は、言われるほど暗くはありません。打ち手はあります。 

 一緒に、前を向いて進みませんか。 真鶴町長 小林伸行 

ひ
と
り
ご
と 

 

と
こ
ろ
で
「今
の
町
長
は
何
考
え
て
い
る
か
わ

か
ら
な
い
」
「な
ん
か
人
の
心
が
無
い
サ
イ
ボ
ー
グ

み
た
い
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。
む
し
ろ
、
友
人
か
ら
は
、
真
っ
す
ぐ
す
ぎ
て

不
器
用
な
ほ
う
と
言
わ
れ
る
の
で
意
外
で
し
た
。

黒
船
襲
来
み
た
い
に
思
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？ 

中
身
は
ロ
ッ
ク
音
楽
と
ビ
ー
ル
が
好
き
な

普
通
の
オ
ッ
サ
ン
な
の
で
す
が
。 

  

な
お
、
実
は
離
婚
二
回
（い
わ
ゆ
る
バ
ツ
２
）で

す
。
表
向
き
は
「横
須
賀
か
ら
単
身
赴
任
」
と
言
っ

て
い
ま
し
た
が
、息
子
ら
と
暮
ら
し
て
は
い
て
も

戸
籍
上
は
単
身
で
し
た
。別
に
隠
し
て
い
た
わ
け

で
は
な
い
の
で
す
が
、説
明
が
複
雑
に
な
る
の
で

オ
ブ
ラ
ー
ト
に
包
ん
で
す
み
ま
せ
ん
。
息
子
も
成

人
し
て
身
軽
に
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
、真
鶴
で
新

し
い
人
生
に
挑
戦
し
た
と
い
う
の
が
正
直
な
と

こ
ろ
で
す
。
と
い
う
わ
け
で
、
完
璧
な
人
間
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、一
応
は
行
政
経
営
の
勉
強
も
実

践
も
し
て
き
ま
し
た
の
で
、上
手
く
使
っ
て
や
っ
て

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

  

ち
な
み
に
中
古
の
家
を
購
入
し
た
の
で
、い
ま

住
ん
で
い
る
駅
北
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
か
ら
、こ

の
夏
に
引
っ
越
す
予
定
で
す
。
家
の
値
段
以
上
の

リ
フ
ォ
ー
ム
代
が
か
か
り
ま
し
た
。「移
住
し
た
い

け
ど
丁
度
い
い
物
件
が
な
い
」
と
言
わ
れ
る
真
鶴

の
現
実
を
自
ら
味
わ
っ
て
い
ま
す
。
十
五
年
間
の

リ
フ
ォ
ー
ム
・
ロ
ー
ン
も
組
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
、

腰
を
据
え
て
や
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。 

  

あ
と
、噂
に
な
っ
て
る
小
田
百
前 

の
土
地
は
汚
か
っ
た
の
で
個
人
で 

借
り
て
綺
麗
に
し
て
み
た
だ
け
で 

店
舗
を
何
に
使
う
か
迷
い
中
で
す
。 

こばやし  のぶゆき 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［2］ ″ 

選挙の際に、町民のみなさまに公約した５つの事業。正直に言って、進んでいるものもあれば、

手がついていないものもあります。その進捗と理由を、包み隠さずご説明いたします。 

公約「すぐやる５大事業」はどうなったの？ 

 2025年4月の組織変更

案が議会で否決となり、足

踏みしていました。 

 このたび、担当部署となる

都市計画課を２０２５年８月

に立ち上げることを議会で

承認頂き、現在、鋭意準備

中です。 

 まずはワゴン型の車両を

導入して路線を拡充し、そ

の後に無料化の方法を模索

します。 

 水道代については、２０２４年度には時限的に国の交付金を活用して基本料金３０％減免

とし、値下げできました。しかし、恒久的な値下げは実現していません。申し訳ありません。 

 一方でこの間、物価高騰に伴って水道事業の経費は増大しています。悩ましい状況です。

見通しが甘いとのご批判は真摯に受け止めます。 

 「最低でも基本料金は値下げ」との公約は死守します。ただし、水道料金全体としては値

上げを避けられない状況です。２０２６年度からの料金改定を予定しています。 

 ２０２６年６月頃に導入の予定

で準備しています。 

 場所は、情報センター真鶴と

なります。 

 本件については、予想に反して教育長の協力が得られませんでした。 

(法律上、教育分野は私が直接指示することができない仕組みとなっています。) 

 なお、前町長時代に選ばれた教育長ですから、私の方針と異なっても

彼が悪いわけではありません。考えが違うだけです。 

 ２０２５年１１月の任期満了後に新しい教育長を選任し、導入に向けて

動きます。 

 導入には国の補助金獲得が必要ですが、組織変更案が

議会で否決されて想定が狂ってしまったこともあり、遅れ

ています。これから、巻き返していきます。 

 基本的には一過性のプレミアム商品券ではなく、常設型

の地域通貨を想定しています。既存の支払いを日本円か

ら地域通貨に振り替えることで、新たな財源を投じること

なく普段から真鶴のお金を真鶴で回していきます。 
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″ 

 

政
治
家
は
普
通
、「私
が
あ
れ
を
作
り
ま
し
た
！
」

「こ
ん
な
制
度
を
始
め
ま
し
た
！
」
と
手
柄
を
誇
り

た
い
も
の
で
す
。し
か
し
あ
ま
り
に
も
財
源
や
職
員

に
余
裕
が
な
く
、
な
か
な
か
新
し
い
町
民
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
て
い
ま
せ
ん
。正
直
、悔
し
い
所
で
す
。 

 

一
方
で
、こ
れ
ま
で
課
題
と
さ
れ
な
が
ら
も
手
が

つ
か
な
か
っ
た
案
件
に
、
先
送
り
せ
ず
次
々
と
手
を

打
っ
て
き
ま
し
た
。
「ム
リ
や
ム
ダ
に
斬
り
込
ん
で
、

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
財
源
を
生
み
出
す
こ
と
も

一
種
の
実
績
」
と
信
じ
て
ご
報
告 

し
ま
す
。 

  

お
林
展
望
公
園 

一
般
公
園
化
し
て
赤
字
削
減 

 

年
間
約
７
０
０
万
円
の
赤
字
だ
っ
た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
事
業

を
廃
止
し
、
お
林
展
望
公
園
を
一
般
公
園
に
戻
し
ま
し
た
。 

 

た
だ
し
真
鶴
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
よ
る
自
主
事
業

と
し
て
、
東
側
半
分
は
無
料
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
形
で
、

当
面
は
継
続
と
な
り
ま
し
た
。
費
用
を
か
け
ず 

に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
も
公
園
も
両
立
し
感
謝
で
す
。 

 

高
所
放
水
車 

売
却
し
て
活
用
へ 

 

お
林
展
望
公
園
駐
車
場
に
あ
っ
た
、
某
芸
能
事
務
所
よ
り

２
０
０
９
年
に
寄
贈
さ
れ
た
消
防
車(

高
所
放
水
車)

は
、

芸
能
事
務
所
の
了
解
も
得
た
う
え
で
売
却
し
ま
し
た
。 

 

２
０
１
３
年
に
車
検
切
れ
と
な
っ
て
以
降
十
二
年
も
の
間

一
度
も
稼
働
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
す
。
海
外
で
有
効
活

用
の
方
向
性
と
の
こ
と
。
車
庫
の
用
途
は
模
索
中
で
す
。 

小
さ
な
人
だ
ま
り 

屋
外
に
イ
ス
と
テ
ー
ブ
ル
を
設
置 

 

高
齢
者
を
は
じ
め
町
民
の
み
な
さ
ま
が
気
軽
に
足
を
休

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
私
が
陣
頭
指
揮
し
て
情
報
セ
ン

タ
ー
、
町
民
セ
ン
タ
ー
、
城
北
ス
ク
エ
ア(

旧
保
健
セ
ン
タ
ー)

に
屋
外
用
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
を
設
置
し
ま
し
た
。 

 

美
の
基
準
「
小
さ
な
人
だ
ま
り
」
に
沿
っ
た
取
り
組
み
で
も

あ
り
、
ご
利
用
頂
い
て
い
る
方
の
姿
を
目
に 

す
る
と
、
私
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。 

 

旧 

民
俗
資
料
館(

旧
土
屋
邸) 

民
間
活
用
に
よ
る
存
続
を
模
索
中 

 

「
文
化
的
な
価
値
が
高
い
」
と
言
わ
れ
た
歴
史
的
建
造
物

が
、
雨
漏
り
し
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
驚
き
、
す

ぐ
に
対
応
を
指
示
し
ま
し
た
。
民
俗
資
料
館
と
し
て
は
い
っ

た
ん
廃
止
し
、
貴
重
な
史
料
を
安
全
な
場
所
に
運
び
出
し
、

応
急
修
繕
を
し
ま
し
た
。 

 

今
後
は
、
民
間
活
力
を
お
借
り
し
な
が
ら 

将
来
に
遺
し
て
い
く
方
策
を
模
索
中
で
す
。 

 

情
報
セ
ン
タ
ー 

み
ん
な
の
居
場
所
と
し
て
大
人
気 

 

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
と
し
て
の
利
用
が
終
わ
っ
た
後
も
町

民
に
開
放
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
町
民
利
用
を
再
開
す

る
と
と
も
に
、
居
場
所
機
能
を
強
化
し
ま
し
た
。 

 

私
が
陣
頭
指
揮
し
て
、
乳
幼
児
用
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
り
、

本
を
並
べ
、
居
心
地
の
い
い
椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
を
置
き
、
寄

付
頂
い
た
ハ
ン
モ
ッ
ク
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
、
大
人 

も
子
ど
も
も
集
ま
る
居
場
所
と
な
り
ま
し
た
。 

く
ら
し
か
る
真
鶴 

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開
け
て
若
者
の
居
場
所
へ 

 

大
道
通
り
に
面
し
た
土
間
部
分
は
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
ま

っ
た
ま
ま
で
周
囲
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
ま
し
た
。
壊
れ
た

シ
ャ
ッ
タ
ー
と
引
戸
は
お
金
を
か
け
ず
に
私
が
修
理
し
、
若

者
の
居
場
所
と
し
て
活
用
を
始
め
ま
し
た
。
地
域
に
子
ど
も

や
若
者
の
声
が
響
く
ま
ち
は
、
き
っ
と
元
気
な
町
で
す
。 

 

そ
の
他 

●
総
合
計
画
策
定
：未
来
像
を
計
画
に
落
と
し
込
み
。 

●
助
産
院
の
誘
致
：私
が
誘
致
を
決
断
。
町
費
は
ゼ
ロ
。 

●
副
町
長
の
選
任
：３
年
半
も
不
在
だ
っ
た
副
町
長
を

選
任
し
町
政
が
正
常
化
。
し
か
も
、
と
び
き
り
有
能
な
方
。 

●
真
鶴
港
の
運
営
：町
政
の
正
常
化
に
よ
り
再
び
町
が

指
定
管
理
者
と
し
て
県
か
ら
真
鶴
港
を
任
さ
れ
ま
し
た
。 

●
公
共
施
設
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
販
売
禁
止
：プ
ラ
ご
み

と
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
観
点
で
自
販
機
か
ら 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
全
廃
し
ま
し
た
。 

●
情
報
公
開
と
住
民
協
働
：「
真
鶴
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

図
書
館
」
と
「
真
鶴
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
２
０
２
３
」
を
公
開
。
開

か
れ
た
オ
ー
プ
ン
・
ガ
バ
メ
ン
ト
型
の
町
政
を
進
め
ま
す
。 

●
外
部
人
材
の
獲
得
：事
務
執
行
体
制
の
立
て
直
し
の

た
め
、
民
間
人
材
を
十
四
名
招
い
て
活
躍
頂
い
て
い
ま
す
。

町
負
担
の
な
い
総
務
省
の
「
地
域
活
性
化
起
業
人
」
制
度
を

活
用
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
人
脈
が
活
き
ま
し
た
。 

●
パ
ラ
卓
球
対
応
の
卓
球
台
導
入
：障
害
者
も
利
用

し
易
い
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
使
わ
れ
て
い
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

卓
球
台
４
台
や
練
習
用
マ
シ
ン
、
競
技
用
車
い
す
の
寄
贈
を

受
け
町
立
体
育
館
に
配
備
し
ま
し
た
。
旧
知
の 

専
門
家
が
話
を
つ
な
い
で
下
さ
り
ま
し
た
。 

中
川
一
政
美
術
館 

休
館
し
て
活
用
を
模
索
中 

 

か
つ
て
来
館
者
８
万
５
千
人
が
今
や
５
千
人
以
下
。
毎
年

約
２
千
万
円
の
赤
字
。
４
月
か
ら
一
時
休
館
と
し
ま
し
た
。 

 

名
称
や
用
途
の
変
更
を
含
め
た
新
た
な
活
用
法
を
模
索

し
、
町
の
負
担
を
抑
え
た
形
で
の
開
館
を
検
討
中
で
す
。 

 

道
無
海
岸
町
有
地 

売
却
し
て
町
の
負
担
ゼ
ロ
へ 

 

土
砂
崩
れ
の
た
び
に
補
修
費
用
が
か
か
っ
て
い
た
道
無
海

岸
専
用
の
町
道
。
町
道
ご
と
町
有
地
を
売
却
す
る
こ
と
で

８
千
万
円
弱
の
収
入
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
補
修
費
用

が
浮
く
だ
け
で
な
く
固
定
資
産
税
も
毎
年
入
っ
て
き
ま
す
。 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
真
鶴 

町
民
活
動
を
支
援
す
る
拠
点
へ 

 

廃
止
さ
れ
て
町
民
の
自
主
管
理
に
よ
り
運
営
頂
い
て
い
た

旧
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
真
鶴
で
す
が
、
維
持
管
理
に
投
資
が
さ
れ

ず
徐
々
に
痛
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
２
０
２
４
年
十
月

よ
り
復
活
さ
せ
、
町
民
活
動
支
援
拠
点
と
し
て
再
始
動
し

ま
し
た
。
何
で
も
気
軽
に
ご
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

貸
館
・会
議
室
等 

１
時
間
単
位
で
借
り
ら
れ
る
よ
う
に 

 

町
民
セ
ン
タ
ー
、
情
報
セ
ン
タ
ー
、
岩
ふ
れ
あ
い
館
を
１
時

間
単
位
の
貸
出
に
改
善
し
ま
し
た
。
必
要
な
人
が
必
要
な

だ
け
安
価
に
使
え
る
の
で
、
よ
り
多
く
の
方
に
活
用
頂
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

一
年
半
の
実
績
を
、
お
伝
え
し
ま
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事の       進めています。 
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福島県鏡石町出身。昭和５０年生まれ。

４９歳。筑波大学を卒業後、地域情報誌

と環境コンサルティングに携わるが、地

域の疲弊と日本の将来を憂い、政治を

志す。国会議員政策秘書試験合格、衆

議院議員公設秘書を経て、２０１１年より

横須賀市議会議員を４期１３年務める。 

２０２２年には早稲田大学大学院を修了

(公共経営修士・ＭＰＡ)。片山善博元総

務大臣・元鳥取県知事の下、広域連携

を研究し、真鶴の課題に気付く。副町長

の公募に応募するも中止となり、リコー

ル成立を受けて町政への挑戦を決意。 

２０２３年１１月１２日より真鶴町長。 

 

″ 

小林伸行の略歴 

2024 年 7 月 2 日には神奈川大学

で授業を受け持ちました。これが

きっかけでインターンも受入れ。

未来の役場職員への投資です。 

わりと自炊する 

ほうです。 

こばやし のぶゆき 

 ９月には町議選があります。町の最終決定者は、町長では

なく、町民代表の議会です。 

 「私の出す議案に何でも賛成してくれる人を選んでほしい」

のではありません。ただし、「よくわからないから反対」とか

「選挙が近いから負担増には反対」といった態度の議員さん

は、町民のみなさまのためにならないと思います。 

 よくわからないなら、町民にもわかりやすく議論して「何が

現時点で最善か」を明らかにするのが議員さんの仕事のはず

ではないでしょうか？ 「役場の提案には問題点がある」とお

考えならば、修正案を出すことだってできます。 

 「私たちが選んだ町長は、ちゃんと仕事してくれているの？」と気に

なる方も多いと思います。 

 自分で言うのもなんですが、全国に約１７００人いる市町村長の中

でも住民に対して仕事の「見える化」をしているほうだと思います。 

 こんな方法で定期的に町民のみなさまに進捗報告してきました。 

●町政再生１００日プランの「通信簿」 

 選挙前に「当選したら最初の１００日間でこれをやります！」と宣言

した町政再生１００日プラン。自己評価ではありますが、きちんと振り

返りをして「通信簿」を作成しました。実際には３割しかできず「赤点

ギリギリ」でしたが、包み隠さず町民と職員にご報告しました。 

 そして、選挙の当落ばかりを気にして負担増を先送りしてきた

結果、こんなにボロボロの水道管や公共施設が放置されてきた

のではないでしょうか？ 

 

 「いいものはいい。悪いものは悪い。」と是々非々で臨む。 

 真鶴の未来を真剣に考えて、建設的な議論をする。 

 そんな方を、議会に送り出して頂けませんか。 

真鶴を前に進める方を議会へ。 

●＃町長日記 

 ２０２３年１１月１２日の就任当日から、毎日の動きを日記として

FacebookとXにてご報告してきました。ただし、振り返りよりも

町を前に進めることに集中したいと考え、５５５日目となる５月１９

日を以って一区切りとしました。なお、日記ではありま 

せんが、随時、ＳＮＳで様々な発信を続けています。 

●まなづる株主ミーティング 

 町の「株主」である町民のみなさまに、３カ月に一回の四半期報

告として町の経営状況をご説明する場です。お約束どおり、これ

までに７回開催してきました。質疑応答の後に５段階評価の投票

をして頂いています。みなさんも、「全く不十分」「よくやっている」

など点数をつけに来て下さい。 

●町長室開放日 

 ３カ月に一度、町長室のドアを開けておき、どなたでも相談や提

案などにお越し頂ける日です。これまでに８回開催してきました。 

 小学生からの「町立体育館に冷水器を置いてほしい」との要望

を実現するなど、可能なものから迅速に対応しています。 

 ７月１日の神奈川新聞で

県内首長の２０２４年分の

所得が報じられました。 

 県内市町村長は、平均

２１９８万円の中、真鶴町

の私だけ７９７万円とダント

ツに低い状況です。 

 私は好きでやっているから

いいのですが、優秀な人を

将来いつか町長に招くには

いずれ報酬を見直したほう

がいいようにも思います。 

※神奈川新聞調べ。単位は万円。1万円

未満は四捨五入。昨年に当選したばかり

の小田原市長や湯河原町長らは含まず。

報酬以外も含めた所得であることに留意。 


